
ユニケージ開発手法の学習手順

コマンド学習の作法7 必ず守りましょう



コマンド学習の作法
● 必ず1コマンドずつ実行して

結果を確かめる。
– パイプでつなげて使うフィルターコマンド

$ echo 山山 山川 山海 | awk ’{gsub(/山/, "川", $0); print}’

$ ls -al | tail -n +2 | msort key=5nr | head -n 3

$ cat hoge5 | retu | gyo

$ echo 山山 山川 山海 | awk ’{gsub(/山/, "川", $0); print}’

$ ls -al | tail -n +2 | msort key=5nr | head -n 3

$ cat hoge5 | retu | gyo



コマンド学習の作法
● 必ず1コマンドずつ実行して

結果を確かめる。
– パイプでつなげて使うフィルターコマンド

コマンド1 コマンド2
出力 入力

$ command1  |  command2



コマンド学習の作法
● 必ず1コマンドずつ実行して

結果を確かめる。
– プログラム作成時にも同様に行う。

テストしながらの開発



K-BASIC1でコマンドを学習しましょう

K-BASIC1はだいたい終わったかなという段階で、
次の動画「プログラムの作成 Part 1 Viエディタ」を
見てください。
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